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「平成」 の年号終了を目前に控えて

SDGs 達成と地方創生に向けて

中米コスタリカへの出張の報告

「飛び出そう！宮崎から国際協力への道」

山　口　良　二

植　村　吏　香

佐々木　正　吾

田　代　芽　衣

　「平成」の時代も来年の 4 月末で最後になると予

想されています。宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会の

結成は平成 6 年 3 月、遅れて 3 年後にエキスパート

宮崎の創刊は平成 10 年（1998 年）2 月になりまし

た。当時の創刊号に、エキスパート初発刊の前に

すでに結成されているとの記載により、平成 29 年

度（2017 年度）末、すなわち平成 30 年（2018 年）

2 月に連絡会結成 20 周年を迎えて、それに伴い 19，

20 号の発行し、設立 20 周年と記載したのはエキ

スパート創刊から 20 周年であり、連絡会結成とし

ては 23 周年でした。今回 JICA エキスパート宮崎

を JICA 九州のがホームページに載せていただいた

のは大変意義あることです（https://www.jica.go.jp/

kyushu/renrakukai/miyazaki.html）。「平成」の年

号が変わると、一時代終えた感があります。これま

で、国際化、グローバル化というかけ声に、宮崎大

学でも留学生を増やし、活動方針にもある様に宮崎

県と海外諸国との交流活動の促進、充実に資する活

動や会員相互の情報交換・交流・親睦に関すること

を実施してきました。さらに、ODA の進展動向に

関する調査研究および提言、JICA および JICA 九

州支部の業務遂行の方途に関する助言、支援等に関

することも行ってきましたが、後談の部分は JICA

組織も、世の事情も、JICA 専門家も変わり、連絡

会としてはどこまで経験が生かせる状況であろうか

と思います。その中でエキスパート 7 号に当初（発

足当時ではないかと思いますが）の会員は 18 名で

あったが、平成 17 年（2005 年）には 56 名規模になっ

たと言う喜ばしい記載がありました。徐々に増加し

てはいったものの、その後は JICA 専門家自体が少

なってきたために専門家としての派遣がなければ当

然のことながら帰国連絡会の会員増は見込めないわ

けですから、専門家会員の増数は望めません。平成

30 年（2018 年）5 月現在、50 名前後です。国際貢
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宮崎県JICA派遣専門家連絡会の会員の皆様には

益々、ご健勝でご活躍のことと思います。2016年は

�月に、熊本での大地震もあり、糸魚川市での大火

災もありました。暑すぎる夏で、海水温も上昇し、

魚の回遊の変化や、高温で珊瑚が白化、また、台風

の進路も北海道まで被害を受けるこれまでにない進

路をするという現象がありました。2016末の選挙で

多くの人の予想を覆してアメリカではトランプ大統

領が誕生し、昨年から今年にかけて、日本の安倍晋

三首相、ドイツのアンゲラ・メルケル首相を除いて

世界のリーダーたちの交代の時期でもありました。

世界では予想もしない出来事が次々とおこっていま

す。アメリカは世界をリードしていくとの立場は普

遍と思われましたが、温暖化ガスのパリ協定の離脱

宣言、TPP離脱などアメリカでも世界の警察宣言を

やめて自国第一主義でナショナリズム化の傾向にあ

ります。幸いアメリカ市民にはまだ正義や自由な発

現の機会が残っていて様々な意見が出されていま

す。

このたび、本会長を拝命することになりました。

奇しくも設立20周年となる年に会長になりました。

グローバル化、国際化と現在では当たり前のように

叫ばれる時代になり、会長とは言っても特別なこと

できるわけではありません。国際化が特別なことで

はなく、会員の皆様に通常の事象の一環であるよう

な活躍しやすい環境を整えていく必要があると思わ

れます。

思えば1991年（平成�年）アフリカ、ザンビア大

学獣医学部、1992年（平成�年）南米アルゼンチン、

ラ・プラタ大学獣医学部、1993年（平成�年）タイ

国国立家畜衛生試験場、2001年（平成13年）ヴィエ

トナム、ヴィエトナム国立獣医学研究所に計�回

JICA専門家として派遣されました。それぞれの国

で、若さゆえ活動的に活躍でき、多くのカウンター

パートは良い働きをしてくれました。今思えば、い

い経験でもあり、その時点で、自分のできることは

やってきたと思いますし、その時のつながりは各方

面でまだ生きています。専門家として派遣されるに

は背景がありました。日本は高度成長をしながら、

お金は出すがヒトは出さない。という見えない批判

がありました。日本人の研究者も多くは欧米をまだ

向いていて私の周囲の、例えば宮崎大学の先生方も
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献も多様性がでてきて専門家が見つからないためそ

の役割をコンサルタントが代行するという事態が起

こってきています。専門家候補者の大学教員も専門

が細分化され、派遣された後の大学には代用できる

教員が存在しないことが多くなったことで専門家を

派遣しにくくなってきました。会社やその他の団体

組織もそうそうに専門家派遣ができないのは同じで

状況であろうと思います。それゆえ、会員を増やす

ことや関係者のつながりを持つために、工夫や努力

も必要になってきました。そこで、草の根等 JICA

プロジェクトに関わってきた人たちも会員として参

加できないか、JICA から出向しておられた鹿野先

生にお骨折りいただき JICA に問い合わせて検討し

てもらいました。JICA の規定からも現段階では大

きな問題はないであろうということでした。そこで、

大学に勤務されている数名の先生にも会員になって

いただきましたので、少し JICA 派遣専門家連絡会

にも朗報であろうと思いますこの会の目的には相互

の面識を持つことや親睦もあり、国際化やその経験

を活かし、さらに啓蒙する機会や場所でもあり、こ

れらの点においてもこの会は有意義であります。

　宮崎県 JICA ３団体合同総会の試行が昨年から始

まりました。アンケートでは高評価だったとのこと

もあり当分継続することになりました。JICA 関係

者や関連する団体はこれまで個々に活動してきまし

たが、専門家も他の団体の活動状況を認知すること

で、俯瞰的に活動をすることができる様になろうか

と思います。専門家として学生などの若い人たちと

の交流が日常からあっても若者にとって専門家は少

し遠い存在であり、国際協力や海外に興味を有する

学生などの若者たちは、むしろ若者に近い情報や現

実に近い経験を有するより身近な海外協力会や支援

する会の会員の方とお話ししたり、専門家が橋渡し

することも重要であろうと思います。そのために 3

団体が一緒に総会を行い、懇親会を行うのは海外を

違う側面から経験した人たちの交流によってより意

義深いものになることと思われます。専門家の会と

して若い人向けに啓蒙の映画を無償で上映すること

にコミットして評価はかなり高かったように思われ

ます。

　国際協力は日本も元気にする、国際協力は日本の

ためでもあることは、今更言うことではありません。

さくらサイエンス（日本への海外からの招聘）、ト

ビタテ！留学 JAPAN、国際交流協定による活動、

ピースプロジェト（アフガニスタンからの人材受け

入れと交流）、ABE イニシアティブ（アフリカの若

者の人材育成）等多くのプロジェクトが進められて

おります。JICA でも技術プロジェクトや草の根事

業等があり数えたらきりがないくらいに進められ、

多くの方の参画があります。それだけではなく、多

くの専門家が帰国後その経験を各方面に活かし周囲

を元気にし、また、助言し、国際的視野で話をします。

青年海外協力隊の経験者が地域社会に帰って、経験

を活かした豊かな社会作りを行っています。生物の

社会では、小集団で純化していくと発展せず、滅び

る方向に向かっていきます。生物における多様性の

重要性は農学、生物を勉強したものなら、よく理解

できますが、実は実社会でもそうだ考えられます。

これまでの経験や知識を活かして国際貢献を日本へ

の活力へ活かしていってほしいと言うより、これら

3 団体の会員は自ずと、意識せずその活動をしてい

ると思います。

欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なもの

として日本としても積極的に取り組んでいくべき開

発目標です。

　現在、日本各地で少子高齢化が大きな課題として

顕在化しており、九州内でも人口減少が大きな課題
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きるよう各種事業を進めていく所存です。

　各県の専門家連絡会や協力隊 OV 会は、日本国内

における JICA の貴重なパートナーです。これまで

より一層、皆様方と密に連携しながら、各種事業を
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まして、ご支援、ご協力を賜りますよう、よろしく

お願いいたします。

以上

～ SDGs 達成と地方創生に向けて～

JICA九州国際センター所長

植　村　吏　香

JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の
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結成の経緯など

永 田 雅 輝宮崎大学名誉教授、前宮崎国際大学長

平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って
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　２０１７年２月１６日から、JICA 国際協力機構

の依頼を受けて中米コスタリカに出張してきまし

た。任務は有機栽培の現場視察と、「ラテンアメリ

カ有機農業シンポジウム」にコメンテーターとして

参加し講演をすることです。驚きと感激の８日間。

私の第二の故郷であるコスタリカでの出来事を紹介

します。

　親友はあったかい

　２９年前に青年海外協力隊で活動した時からの親

友と、１２年ぶりに再会。抱き合って、これまでの

互いの道のりをねぎらいました。当時私は２５歳。

理想を求め、同国の野菜生産地で有機農業の普及に

挑みました。あの頃は不可能と言われた無謀な挑戦。

彼らは私を信じて共に戦ってくれた仲間です。そし

て現在、中南米屈指の有機栽培農家に成長していま

す。彼らは JICA 課題別研修「ラテンアメリカ地域

持続可能な環境保全型農業普及手法」コースの在外

研修に協力し、研修員に講習をしていることから、

彼らの農場が現場視察地に選ばれました。ちなみに、

しょうご農園でも本邦研修で研修員を一日受け入れ

てきました。

　標高１８００ｍの傾斜地で高原野菜を通年栽培す

る農場は素晴らしく、二代目の息子・娘たちが後継

者として活躍しています。その技術・営農レベルは

日本でも上位に入るでしょう。まさしく篤農家であ

り、「農民から農民への技術普及」に必須であるキー

ファーマーです。

　私が百姓になった理由の一つは、彼らから受けた

刺激だったことを思い出しました。彼らのような農

家になりたかった。私と妻が高城町有水に移住して

１４年。理想の農業と考える、自然養鶏と有機栽培

を組み合わせた小規模有畜複合農業を作り上げてい

ます。まだまだ発展途上ですが、コスタリカの友と

同じ百姓となり、ようやく真の仲間になれた気がし

ます。

　ドミニカ共和国からも友人が

　コスタリカの活動後に赴任したドミニカ共和国で

共に働いた農業普及員が、シンポジウムに参加して

いました。まさかの再会にびっくり仰天。彼らに会

うのは１６年ぶりです。私が JICA 専門家として農

務省で開始した有機農業普及業務を続けていると教

えてくれました。そして任期中に２ＫＲ見返り資金

を活用して建設した発酵有機質肥料（ボカシ肥）の

製造工場も稼働しているとのこと。どうなっている

か気にしていたので、心底ほっとしました。カリブ

の楽園に残した足あとは消えていませんでした。

　今回のシンポジウムは、前記したＪＩＣＡ研修の

フォローアップ研修として実施され、16 か国から

帰国研修員５０名が参加して活動を発表し、事例を

中米コスタリカへの出張の報告

しょうご農園　代表

佐々木　正　吾

第一線に身を置き共通の体験を有した我々は、

持てる知識とエネルギー等を結集して、開発途

上国に対する国際協力活動の拡充、宮崎県にお

ける国際交流活動の発展と活性化に貢献するこ

とを願って本会は結成されました。

＜事業概要＞ 本会は前項の趣旨の具現化を図る

ため、下記に係る事業が掲げられました。

①ODAの進展動向に関する調査研究および提言

②JICA及びJICA九州支部（現国際センター）

の業務遂行の方途に関する助言、支援等

③宮崎県と諸外国（特に開発途上国）との国際

交流活動の促進、充実に資する諸活動

④会員相互の情報交換、交流、親睦に関すること

（�）役員

発足から現在までの世話人は以下の通りです。

�平成�年度∼11年度

会長：玉井 理（宮大農）

幹事：足立泰二（宮大農）、山本正悟（宮崎県）、

JICA九州支部長

�平成12年度∼15年度

会長：玉井 理（宮大農）

幹事：永田雅輝（宮大農）、山本正悟（宮崎県）、

位田晴久（宮大農）

�平成16年度∼19年度

会長：永田雅輝（宮大農）

幹事：位田晴久（宮大農）、山本正悟（宮崎県）、

大野和朗（宮大農）

�平成20年度∼24年度

会長：永田雅輝（宮大名誉教授・みやざきTLO）

幹事：位田晴久（宮大農）、山本正悟（宮崎県）、

大野和朗（宮大農）、佐伯雄一（宮大農）、

山口良二（宮大農、平成24年度から）

�平成25年度∼27年度

会長：位田晴久（宮大農）

幹事：山本正悟（宮崎県）、大野和朗（宮大農）、

山口良二（宮大農）、野中成晃（宮大農）、

佐伯雄一（宮大農）

�平成28年度∼

会長：山口良二（宮大農）

幹事：大野和朗（宮大農）、鹿野正雄（宮大国際）、

野中成晃（宮大農）、佐伯雄一（宮大農）

（�）会員数

上段：年度、下段：人数（名）、----：不明

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の主な活動

（�）総会

総会は年度終盤の�月、�月を目途に年�回開催

してきました。総会には、JICA九州国際センター、

宮崎県、国際交流団体等の関係者を来賓として招待

しています。内容は、本会の活動報告や講演会（会

員や会員外による現地活動報告等）、交流会等の行

事を実施しています。これらの活動報告は、会報誌

「JICAエキスパートみやざき」に掲載し会員へ情

報提供をしています。

本会の運営はJICA九州国際センターの活動支援

経費を活用しているために、会費徴収はしていませ

ん。しかし、総会後に行う懇親会、交流会、意見交

換会の経費はその都度徴収しています。平成12年度

からは宮崎大学に在籍する留学生にも参加を呼びか

けて会員との交流を図っています。このことによっ

て、会員にとっては活動した国の留学生が参加者の

中にいると当時の活動の話題で盛り上がり、国際交

流の活性化に繋がっています。総会には毎年30名前

後の出席者があります。

平成29年度からは、青年海外協力隊OB／OG会と

青年海外協力隊を支援する会の三者の合同総会（交

流会）を開催することになっていますので、宮崎県

内のJICA関係者が縦横の方向で絆を強くし、国際

協力に貢献して行けることになります。

（�）会誌「JICAエキスパートみやざき」の発刊

会報は平成�年度から編集を始めました。この活

動は九州圏内では熊本県に次いで�番目に早い取組

みであったことから、JICA九州国際センター所長

からはお褒めの言葉を頂きました。その理由は、連

絡会の設立への取組みは遅かったにも拘らず会誌発

行への取組みが早かったからです。会報は年�回発

刊し、会員、関係機関、他県連絡会等に配布してい
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共有して相互向上を図り、結成されている帰国研修

員ネットワークの強化を目的としました。ドミニカ

共和国の元カウンターパートも活動発表を行いまし

た。私はその成果に感心するとともに、誇らしく感

じました。どんな形の国際協力であれ、その後の自

助努力による継続と自立こそが大事なのです。

　嬉し泣き

　１９９４年 10 月 20 日、コスタリカ北西部のニコ

ヤ村で協力隊員がバイク事故で亡くなりました。享

年 23 歳。私がシニア隊員としてリーダーを務めた

有機農業プロジェクトのメンバーでした。あまりに

もつらい思い出です。その彼と一緒に働いていた農

民が、なんとシンポジウムに特別参加していたので

す。驚きに言葉がありませんでした。あれから紆余

曲折を経て、現在は帰国研修員からの指導で、有機

栽培に取り組んでいると語ってくれました。心にさ

さっていた刺がとれた思いです。ほんとうに、ほん

とうによかった。

　本場のマンゴー

　久しぶりのコスタリカで楽しみにしていたのが熱

帯果物。大好物のマンゴーをたっぷりと食べてきま

した。コスタリカの帰国研修員からもらった１キロ

近い有機栽培マンゴーを、指で皮を剥いて丸かじり。

甘くて香り高く、まさしく自然の恵み。残念ながら、

宮崎県の温室育ちの高級マンゴーが霞んでしまいま

す。本場の本物にはかないません。他にもパパイヤ、

パイナップル、オレンジにスイカなどなど、多種類

のフルーツ。飢えを知らない豊かな南国には魅力が

いっぱいです。

　奇跡

　大げさかもしれませんが、今回の出張で奇跡を感

じました。嬉しい出来事が続いて起こったからで

す。これまで夢に向けて頑張ってきたご褒美でしょ

うか。自分がやってきたことが誰かの役に立ってい

ること、その結果から新しい可能性が芽生えている

ことを知り、自分の存在意義を感じることができま

した。生まれてきてよかったと思います。巡り会え

たすべての皆さんに感謝です。ありがとうございま

した。

ます。会誌を通して情報提供を行うと共に国際協力

活動の発展を狙うものでもあります。コンテンツを

見ると本会の活動が垣間見られ、その時代の本会の

動向が判ります。その一覧を下記に紹介します。

�創刊号（1998年�月）

会報の発刊に当たって

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

会報の発刊によせて

表伸一郎（国際協力事業団九州国際センター所長）

会員の現地報告シリーズ� ケニアの人と自然

山下研介（宮崎大学農学部）

�第�号（1998年11月）

JICA派遣専門家の殉職に思う

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会会報第�号によせて

中垣長睦（国際協力事業団九州国際センター所長）

会員の現場報告シリーズ� ホンジュラス国と水

資源

秋吉康弘（宮崎大学農学部）

�第�号（2000年�月）

青年海外協力隊ＯＢ会との連携

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

会員の現地報告シリーズ� ケニア農耕文化を訪

ねて

小川喜八郎（宮崎大学農学部）

�第�号（2001年�月）

20世紀最後の年

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

国際協力の地方展開と経験の継承

伊坂 潔（国際協力事業団九州国際センター所長）

会員の現地保国シリーズ� アルゼンチンに想う

原田 宏（宮崎大学農学部）

口蹄疫病にちなんで

吉山武敏（会員）

ある難病患者の国際会議

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

こんばんは、ハノイのさえきです。みなさんげん

きですか。

佐伯雄一（宮崎大学農学部）

•第�号（2003年�月）

帰国専門家中央連絡会に出席して

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の皆様へ

山口三郎（国際協力事業団九州国際センター所長）

会員の現地報告シリーズ� 田園の香りがする埃

レストランのヴィエトナム

山口良二（宮崎大学農学部）

�第�号（2004年�月）

独立行政法人国際協力機構の発足にあたり

玉井 理（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の10周年に寄せて

山口三郎（国際協力事業団九州国際センター所長）

ハノイ農業大学強化プロジェクト雑感

佐伯雄一（宮崎大学農学部）

ブラジル遥かなり

南嶋洋一（会員）

私の国際交流

吉山武敏（会員）

�第�号（2005年�月）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の役割

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

着任のご挨拶

笠原秀昭（国際協力機構九州国際センター所長）

｢JICA青年招へい事業」における宮崎県の受入れ

岩元巌男（ユースワーカー能力開発 宮崎県支部長）

雑感

吉山武敏（会員）

�第�号（2006年�月）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会と宮崎大学との連携

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

九州国際センターでの�年目を迎えて

笠原秀昭（国際協力機構九州国際センター所長）

黒龍江省乳業酪農計画について

川原隆二（前 家畜改良センター宮崎牧場）

�第�号（2007年�月）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会に期待したいこと

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

JICAプロジェクト ベトナム食品工業研究所強

化計画に参加して

小川喜八郎（南九州大学健康栄養学部）

ブラジルでの経験を活かして国際協力推進員へ

佐藤愛美（JICAデスク宮崎 国際推進員）

�第10号（2008年�月）

宮崎県の国際化推進における専門家連絡会の役割
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　宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会の皆様、いつもお

世話になっております。

　私は高校入学時までを京都府の宇治市にて過ごし

ました。小学校の近くには 10 円玉の裏に描かれて

いる平等院鳳凰堂があり、木の間から平等院に忍び

込んでは池の鯉に餌をやるのが帰宅途中の日課でし

た。

　国際協力はおろか、世界に目を向けることにさえ

興味を持たなかった私は、その当時日本で唯一多く

の外国人を目にする機会のある京都に住みながら、

外国人が「Hello !」と近づいてくるとどう対応して

いいかわからず、逃げ隠れるしか術を見出せないよ

うな子供でした。自分の身の周りに興味をもつこと

が精一杯な私が 20 年後、青年海外協力隊に参加し、

現在の推進員としての業務に携わるようになること

はその当時想像もしておりませんでした。

協力隊を知るきっかけとなったのは、看護師として

働いていた病院の同僚がアフリカに派遣されたこと

でした。2 年間の活動を終えて帰国した彼女の姿が

眩しいほどに見違え、輝いてみえたのは今でも忘れ

ることができません。

　彼女から感銘を受けた私は、「自分も協力隊とし

て活動したい！」と意思を固め、脇目もふらず参加

へ向けた道を突っ走りました。そして、念願の青年

海外協力隊員・看護師隊員として 2011 年 9 月から

ラオスのサイニャブリー県に派遣されることになり

ました。

　2 年間の活動とラオスでの生活を通して、「本当

に多くの大切なこと。」を彼ら（ラオス人）から沢

山教えて頂きました。ラオスという国、ラオスの人々

が大好きになり日本へ帰ってきました。世界の為に、

日本の為に。そして身近で関わる人の為に、…。私

は何ができるのだろう？　と改めて、考えさせてい

ただけるきっかけを与えていただいたように感じま

す。

　協力隊時代の 2 年間はひと言では語り尽くせませ

んが、これからも生涯忘れることはありません。本

当に多くの感謝で溢れた特別な 2 年間を過ごしまし

た。

　国際協力推進員は「地域の JICA 窓口」として

JICA が実施する事業に対する支援、広報・啓発活

「飛び出そう！宮崎から国際協力への道」 

JICAデスク宮崎・国際協力推進員

田　代　芽　衣

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

スリランカにおける野球隊員としての�年間

後田剛史郎（宮崎大学農学部）

宮崎大学における国際協力の取組みについて

甲斐榮一（宮崎大学農学部国際連携センター）

�第11号（2009年�月）

会長就任�年目を迎えて

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

着任挨拶

小林正博（国際協力機構九州国際センター所長）

アフリカより遠い宮崎の地にて

岩田拓夫（宮崎大学教育文化学部）

�第12号（2010年�月）

JKUATプロジェクトは不滅なり

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

JICA九州設立20年 〜地域リソースとの更なる

連携〜

小林正博（国際協力機構九州国際センター所長）

宮崎で夢見る農業

佐々木正吾（しょうご農園）

事務局からの報告 公開講演会「国際協力という

仕事−JICAと国連の経験から」

柳沢香枝（JICA）

｢JICA九州20周年の夕べ」

�第13号（2011年�月）

口蹄疫−国際的視野から考える−

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

就任のご挨拶

村岡敬一（国際協力機構九州国際センター所長）

青年海外協力隊を経験した国際協力推進員

中西真伊子（JICAデスク宮崎 国際協力推進員）

【公開講演会】

大学と連携した技術協力の紹介

永友紀章（独立行政法人国際協力機構）

口蹄疫を経験した宮崎大学が今後果たす役割

三澤尚明（宮崎大学農学部）

�第14号（2012年�月）

国際協力・国際交流のネットワーク作り

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

国際協力における自立的な発展〜自身の経験から

振り返り考えたこと〜

吉成安恵（宮崎大学国際連携センター）

国際協力の原点は故郷宮崎に在り

末森 満（JICAシニア課題アドバイザー）

トルコ国カレイ養殖プロジェクトに参加して

酒井正博（宮崎大学農学部）

宮崎から世界へ・国際協力展2011

崎田佳予子（JICAデスク宮崎 国際協力推進員）

�第15号（2013年�月）

JICA教育協力プロジェクトの偉業に思う

永田雅輝（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

2012年「口蹄疫防疫対策専門家育成」

三澤尚明（宮崎大学農学部）

宮崎から世界へ！GLOBALINK

崎田佳予子（JICAデスク宮崎 国際協力推進員）

�第16号（2014年�月）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の今後

位田晴久（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

国際協力は日本も元気にする

勝田幸秀（国際協力機構九州国際センター所長）

アフリカの大地に魅せられて！！

小野睦一

（宮崎県青年海外協力隊を支援する会会長）

マーシャル諸島での協力隊活動と帰国後

岩切康二（宮崎県海外協力協会会長）

アルゼンチンでの国際協力に携わって

乗峯潤三（宮崎大学農学部）

宮崎大学での勤務を振り返り、思うこと

吉成安恵（宮崎大学国際連携センター）

宮崎から世界へ！GLOBALINK

崎田佳予子（JICAデスク宮崎 国際協力推進員）

�第17号（2015年�月）

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の使命

位田晴久（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）

国際専門家としての活動の軌跡

江藤誠一（ビューローベリタス）

オール宮崎、チーム宮崎で世界へ！

萩野次信（教育情報サービス）

宮崎から世界へ！GLOBALINK -世界とつながっ

ている私達2015−

北園さつ紀（JICAデスク宮崎 国際協力推進員）

�第18号（2016年�月）

宮崎県における国際交流

位田晴久（宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長）
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動の推進、自治体・地域関係者と連携を図りながら

市民の方々へ国際協力への理解を促進したり、連携

を図らせていただいております。業務のひとつであ

る「出前講座」にお話をさせていただく機会がある

のですが、講座のなかで ODA/JICA の事業目的に

ついて話したり、協力隊での体験談をさせていただ

いています。

　そのなかで皆さんには「国際協力の方法は多種多

様であり、自分なりの国際協力のかたちを見つけて

いただきたい。」ということをお伝えしています。

国際協力は現場でできることのみならず、地球上の

どこにいても、宮崎に居ても、地域に居ても、自分

なりに展開できるかたちがあると信じています。

そして、私自身も常に「自分にできる国際協力って

何だろう。」と、模索し続け、これから先もずっと

ずっと問い続け、その時々にできる自分のなかでの

BEST を探していくのだと思います。

　現在、国際協力推進員として日々の業務に携わら

せて頂く中で、責任の重大さを感じながらも、常に

新たな発見や未知との遭遇である刺激シャワーを浴

び、改めて幸せな立場に立たせていただいていると

実感する毎日であります。

　今後も微力ではありますが皆様方と密に連携しな

がら、事業に携わらせていただきたいと考えており

ます。どうぞ引き続きまして、ご支援、ご協力を賜

りますよう宜しくお願い申し上げます。

　それでは、最後になりましたが、宮崎県 JICA 派

遣専門家連絡会の今後の益々の発展と、会員の皆さ

まのご多幸をお祈りして稿を閉じさせていただきた

いと思います。

〜2016年「連携」の年〜

井崎 宏（国際協力機構九州国際センター所長）

JICA専門家の経験と宮崎でのグローバル化

鹿野正雄（宮崎大学国際連携センター）

出会いから始まった海外活動

日高健夫（JICA青年海外協力隊進路相談カウ

ンセラー・宮崎県青年海外協力隊を支援する会

事務局長）

（�）パネル展示会の開催

広報活動としてJICA,大学との共催によるパネル

展を開催してきました。例えば、平成�年11月の宮

交シティアポロの泉広場における国際協力写真パネ

ル展、平成�年�月、同年11月にはJR宮崎駅中央コ

ンコースにおいて国際協力写真パネル展を開催しま

した。平成18年�月には宮崎大学附属図書館におい

て国際協力の推進に関する写真、会員の現地活動写

真を展示し、また国際協力に関連する図書を展示し

て学生諸君らにJICA活動への理解の啓蒙に努めま

した。最近では、青年海外協力隊OB／OG会や青年

海外協力隊を支援する会との合同による展示会を開

催し、広く県民へ国際協力の重要性をPRしていま

す。

（�）宮崎大学との連携・協力の開始

本連絡会には宮崎大学教員の会員が多数います。

そのため宮崎大学では、大学の国際化を推進するに

当たり、開発途上国等に対する国際協力を主要な柱

と位置づけ、JICAとの連携強化を目指して平成17

年12月にJICAとのコンサルタント契約を結びまし

た。このことは将来の国際協力を担う人材育成の計

画において、大学が実施する講義や国際協力活動に

本会が協力できる可能性が生まれることになりま

す。

平成17年度はその実現に向けて、大学と本会との

共催で宮崎大学国際化特別講演会と銘打って「宮崎

大学のさらなる国際化推進に向けて−国際協力機構

（JICA）等との連携強化−」を企画し、JICAから宮

崎県出身の人間開発部長（当時、その後は上級審議

役、シニア課題アドバイザーを経て、現在は国際

ジャーナル責任者）末森満氏を講師に招き特別講演

会を企画しました。講演会は平成18年�月に実施

し、末森満部長には「国際協力と大学連携」と題し

て話をして頂きました。この講演会によって、宮崎

大学がどのような形で国際協力を推進できるか、将

来の国際協力を担う人材の育成の考え方など、多様

な国際協力の現状を学ぶことが出来ました。

このようにJICAに関する行事が大学とJICAが連

携して開催出来たことは、本会の仲介の試みとして

は大成功と言え、本会にとっては大きな成果で、今

後の活動における重要な布石を作ることが出来まし

た。この活動は、平成19年度のJICA九州国際セン

ター資料（JICA派遣専門家連絡会説明会）に「期待

される活動内容の事例紹介」として取り上げられま

した。

これ以降、宮崎大学ではJICA関係の事業案件が

増え、大きな成果となりました。その実施例を紹介

しますと、平成18年度は、国際連携センター内に「国

際協力プラザコーナー」の設置（�月）、JICA日系

留学生�名の受入れ（�月）、JICA日系研修事業に

かかる研修員受入れの開始（10月）、地下水ヒ素汚染

による健康被害とその対策に関する国際シンポジウ

ムの開催（11月）、平成19年度はJICA地域別研修「中

東地域 女性の健康支援を含む母子保健方策」の開

始（�月）、平成20年度は、JICA草の根技術協力事

業「インドUP州における地下水ヒ素汚染の総合対

策」の開始（�月）などがあります。平成21年�月

には、JICAアフリカ部審議役柳沢香枝氏を招いて、

宮崎大学国際連携センターと共催で同大附属図書館

にて公開講演会「国際協力という仕事−JICAと国

連の経験から」を開催しました。同年11月には、大

学のキャンパスニュースにJICA九州20周年記念式

典において永田雅輝会長が感謝状を授与されたこと

が掲載されました。また、平成22年�月の口蹄疫発

生に関しては、その防疫対策として、平成23年10月

に宮崎大学では学内共同研究施設として産業動物防

疫リサーチセンターが開設され、平成24年�月には

口蹄疫防疫対策上級専門家育成研修コースがJICA

プロジェクトして開始されました。このように、

JICA九州国際センター及び本会と宮崎大学との連

携は密になってきています。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の役割と今後の

課題

JICAのHPから専門家連絡会の活動と役割を要約

すると、JICA国内機関や青年海外協力隊OB／OG
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大学のさらなる国際化推進に向けて−国際協力機構

（JICA）等との連携強化−」を企画し、JICAから宮

崎県出身の人間開発部長（当時、その後は上級審議

役、シニア課題アドバイザーを経て、現在は国際

ジャーナル責任者）末森満氏を講師に招き特別講演

会を企画しました。講演会は平成18年�月に実施

し、末森満部長には「国際協力と大学連携」と題し

て話をして頂きました。この講演会によって、宮崎

大学がどのような形で国際協力を推進できるか、将

来の国際協力を担う人材の育成の考え方など、多様

な国際協力の現状を学ぶことが出来ました。

このようにJICAに関する行事が大学とJICAが連

携して開催出来たことは、本会の仲介の試みとして

は大成功と言え、本会にとっては大きな成果で、今

後の活動における重要な布石を作ることが出来まし

た。この活動は、平成19年度のJICA九州国際セン

ター資料（JICA派遣専門家連絡会説明会）に「期待

される活動内容の事例紹介」として取り上げられま

した。

これ以降、宮崎大学ではJICA関係の事業案件が

増え、大きな成果となりました。その実施例を紹介

しますと、平成18年度は、国際連携センター内に「国

際協力プラザコーナー」の設置（�月）、JICA日系

留学生�名の受入れ（�月）、JICA日系研修事業に

かかる研修員受入れの開始（10月）、地下水ヒ素汚染

による健康被害とその対策に関する国際シンポジウ

ムの開催（11月）、平成19年度はJICA地域別研修「中

東地域 女性の健康支援を含む母子保健方策」の開

始（�月）、平成20年度は、JICA草の根技術協力事

業「インドUP州における地下水ヒ素汚染の総合対

策」の開始（�月）などがあります。平成21年�月

には、JICAアフリカ部審議役柳沢香枝氏を招いて、

宮崎大学国際連携センターと共催で同大附属図書館

にて公開講演会「国際協力という仕事−JICAと国

連の経験から」を開催しました。同年11月には、大

学のキャンパスニュースにJICA九州20周年記念式

典において永田雅輝会長が感謝状を授与されたこと

が掲載されました。また、平成22年�月の口蹄疫発

生に関しては、その防疫対策として、平成23年10月

に宮崎大学では学内共同研究施設として産業動物防

疫リサーチセンターが開設され、平成24年�月には

口蹄疫防疫対策上級専門家育成研修コースがJICA

プロジェクトして開始されました。このように、

JICA九州国際センター及び本会と宮崎大学との連

携は密になってきています。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の役割と今後の

課題

JICAのHPから専門家連絡会の活動と役割を要約

すると、JICA国内機関や青年海外協力隊OB／OG
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編集後記
　JICAエキスパート宮崎第21号をお届けさせていただきます。今回、JICA九州国際センターの植村所長に特別寄
稿をいただきました。また、しょうご農園佐々木正吾氏にはご多忙の中、昨年度の講演内容をベースに執筆いただき、
JICAデスク宮崎の推進員として活躍されている田代芽衣氏に素敵な寄稿をいただきました。私達の身の回りでも国
際化が進む中、県民の皆様に広くJICAの活動を知っていただき、国際協力の展開・支援を進めて行きたいと考えて
います。宮崎県JICA派遣専門家連絡会は宮崎県海外協力協会と宮崎県青年海外協力隊を支援する会と協力し
て合同総会を開催しております。会員の皆様の参加を心よりお待ちしております。本連絡会の活動について皆様のご
提案、ご意見をお寄せください。ご連絡は下記までお願いいたします。

会長　山口良二　a0d402u@cc.miyazaki-u.ac.jp
幹事　大野和朗　ohnok@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　乗峰順三　nori@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　野中成晃　nnonaka@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　佐伯雄一　yt-saeki@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　河野　久　kawano.hisashi@of.miyazaki-u.ac.jp
事務局：〒889-2192　宮崎市学園木花台西１－１　宮崎大学農学部内


